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２００２．１．１（２）

横
浜
線
相
原
駅
自
由
通
路
及
び
橋
上

駅
舎
化
工
事
の
起
工
式
が
１２
月
１５
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
に
よ
り
、
駅
舎
を
橋
上
化

し
、
使
い
や
す
い
駅
に
す
る
と
と
も
に

横
浜
線
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
い
る
東
西

地
区
を
結
ぶ
た
め
、
自
由
通
路
を
設
置

し
ま
す
。

施
設
概
要
と
し
て
は
、
橋
上
駅
舎
部

分
の
規
模
は
、
幅
１８
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

３２
メ
ー
ト
ル
、
延
床
面
積
約
８
６
５
平

方
メ
ー
ト
ル
、
地
上
２
階
建
て
（
一
部

３
階
建
て
）で
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
４
基
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
な
ど
が
設
置
さ
れ

ま
す
。
総
事
業
費
は
約
１８
億
１
４
０
０

万
円
、
町
田
市
負
担
分
は
１２
億
２
１
０

０
万
円
で
、
２
０
０
４
年
３
月
に
完
成

予
定
で
す
。

こ
の
相
原
駅
整
備
に
よ
り
、
西
側
の

都
市
計
画
道
路
の
整
備
、
相
原
駅
周
辺

の
整
備
に
弾
み
が
つ
く
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
相
原
駅
橋
上
駅
舎
の
完
成
予

想
図
は
本
紙
１
面
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

昨年の出初め式より

新
春
恒
例
の
町
田
市
消
防
団
出
初
め

式
が
、
１
月
１３
日
（
日
）
午
前
９
時
３０

分
か
ら
町
田
市
役
所
中
町
第
二
庁
舎
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

出
初
め
式
は
、
消
防
に
携
わ
る
人
々

の
志
気
の
高
揚
と
防
火
・
防
災
に
対
す

る
決
意
を
新
た
に
す
る
式
典
で
す
。

当
日
は
、
規
律
正
し
く
整
列
を
し
た

団
員
へ
の
観
閲
や
優
良
消
防
団
表
彰
な

ど
の
式
典
に
続
き
、
町
田
消
防
少
年
団

に
よ
る
演
技
、
玉
川
学
園
吹
奏
楽
団
の

演
奏
、
町
田
市
消
防
団
に
よ
る
応
急
救

護
演
技
、
町
田
消
防
署
隊
に
よ
る
消
防

活
動
演
技
と
消
防
団
隊
に
よ
る
一
斉
放

水
な
ど
催
し
物
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
な
お
、
当
日
は
出
初
め
式
の
た
め

午
前
７
時
か
ら
市
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

�問
防
災
課
�
７
２
４
・
２
１
０
７

市
で
は
、
環
境
施
策
を
総
合
的
、
計

画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、「
環
境
基

本
計
画
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
年
８
月
に
町
田
市
環
境
基
本
計

画
第
二
次
案
に
つ
い
て
、
９
月
に
町
田

市
環
境
審
議
会
（
永
井
会
長
）
に
諮
問

し
て
い
ま
し
た
が
、
１２
月
１４
日
、
会
長

か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
基
本
計
画
第
二
次
案
の

構
成
及
び
内
容
に
つ
い
て
お
お
む
ね
妥

当
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
細
部
の
記
述

内
容
に
関
し
て
は
、
環
境
審
議
会
と
し

て
提
案
す
べ
き
内
容
が
あ
る
と
し
て
、

成
案
化
に
当
た
っ
て
、
１１
の
項
目
か
ら

な
る
修
正
等
に
関
す
る
基
本
事
項
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
２

０
０
２
年
３
月
に
、
町
田
市
環
境
基
本

計
画
と
環
境
行
動
指
針
か
ら
な
る
「
環

境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
答
申
書
に
つ
い
て
は
、

市
政
情
報
「
や
ま
び
こ
」（
中
町
分
庁

舎
一
階
）、
環
境
保
全
課
（
境
川
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
）、
市
内
各
図
書
館
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�問
環
境
保
全
課
�
７
２
４
・
２
７
１
１

市
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者

等
災
害
弱
者
の
安
否
確
認
と
応
急
介
護

に
つ
い
て
、
１２
月
２０
日
、
町
田
市
高
齢

者
福
祉
施
設
運
営
協
議
会
（
会
長
�
杏

林
荘
園
長
・
稲
吉
平
四
郎
）
と
協
力
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
実
施
す
る
の
は
、
社
会
福
祉

法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
財
団
法
人
で
構

成
し
て
い
る
町
田
市
高
齢
者
福
祉
運
営

協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
１３
法
人
・
事

業
者
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
半
数
以
上
が
高

齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
や
ひ
と
り
の
世

帯
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
協
力
協
定
の
内
容
は
、
各
法

人
の
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
と
訪
問
介

護
等
）
の
利
用
者
で
、
一
人
暮
ら
し
な

ど
安
否
確
認
が
必
要
と
思
わ
れ
る
高
齢

者
を
災
害
時
に
訪
問
し
、
安
否
確
認
と

応
急
介
護
を
実
施
し
、
市
に
報
告
す
る

も
の
で
す
。

今
後
、
協
議
会
以
外
の
事
業
者
と
も

協
定
を
締
結
し
、
在
宅
で
介
助
等
支
援

の
必
要
な
高
齢
者
等
の
災
害
時
対
策
の

充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

寺田市長に答申書を手渡す
永井会長（左側）

練習の成果を発揮し、みんな頑張りま
した

市
と
協
力
協
定
を
締
結
（
稲
吉
会
長
	

右
側
）

第
２９
回
子
ど
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
１２

月
２
日
、
野
津
田
公
園
内
の
市
立
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
小
学
生
３
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
１
２
６
９
人
。
懸
命
に

走
る
姿
に
、
観
客
約
３
２
０
０
人
が
盛

ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
（
１
位
〜
３
位
）
は
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内

は
学
校
名
）。

【
３
年
男
子
	
２
０
０
０
㍍
】
�１
高
橋

祐
貴
（
鶴
川
第
一
）
�２
五
十
嵐
遼
（
町

田
第
四
）
�３
山
岸
純
輝
（
町
田
第
四
）

【
３
年
女
子
	
２
０
０
０
㍍
】
�１
大
川

未
季
（
忠
生
第
三
）
�２
田
辺
聡
子
（
南

大
谷
）
�３
小
林
英
未
佳
（
南
大
谷
）

【
４
年
男
子
	
２
０
０
０
㍍
】
�１
大
迫

傑
（
金
井
）
�２
上
保
龍
平
（
町
田
第
五
）

�３
島
村
翔
（
小
川
）

【
４
年
女
子
	
２
０
０
０
㍍
】
�１
安
藤

弘
佳
（
成
瀬
台
）
�２
上
園
望
緒
（
成
瀬

中
央
）
�３
笠
原
万
里
亜
（
小
山
田
）

【
５
年
男
子
	
３
０
０
０
㍍
】
�１
佐
藤

介
心
（
藤
の
台
）
�２
泉
谷
健
（
藤
の
台
）

�３
高
橋
祐
太
（
鶴
川
第
一
）

【
５
年
女
子
	
２
０
０
０
㍍
】
�１
佐
藤

し
お
り
（
鶴
間
）
�２
田
辺
明
日
香
（
山

崎
）
�３
長
池
裕
美
（
南
成
瀬
）

【
６
年
男
子
	
３
０
０
０
㍍
】
�１
小
口

洋
平
（
忠
生
第
一
）
�２
唐
澤
拓
也
（
原
）

�３
中
里
崇
宏
（
小
山
田
南
）

【
６
年
女
子
	
２
０
０
０
㍍
】
�１
カ
ン

ポ
ス
未
�
（
玉
川
学
園
）
�２
峯
村
奏
帆

（
成
瀬
中
央
）
�３
藤
野
英
恵
（
山
崎
）

家
庭
で
次
の
表
の
取
り
組
み
を
行
う

と
、
私
た
ち
の
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
２
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
で
き

ま
す
。
冬
季
は
、
家
庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
が
増
え
ま
す
。
で
き
る
も
の
か

ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

横浜線相原駅

橋上駅舎化
工事に着手

町
田
市
消
防
団
出
初
め
式

１
月
１３
日（
日
）・
市
役
所
中
町
第
二
庁
舎
駐
車
場

災
害
時
の
協
力
協
定
を
締
結

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
よ
う
―

地
球
温
暖
化
対
策

子ども
マラソン大会

１２６９人が走りました

一人ひとりの地球温暖化対策 ［ＣＯ２換算］

備 考

カーテンを利用して太陽光の入射を調整した
り、着るものを工夫することで、冷暖房機に
頼らないで過ごせる。冷暖房を始める時期も
少し待ってみる。
通勤や買い物の際にバスや鉄道、自転車を利
用する。歩いたり自転車を使う方が健康にも
良い。
駐車や長時間停車するときはエンジンを切
る。大気汚染物質の排出削減にも寄与する。
主電源を切る。長期間使わないときはコンセ
ントを抜く。買い換えのときは待機電力の少
ない製品を選ぶ。
身体を洗っている間、お湯を流しっぱなしに
しないようにする。
洗濯や、庭の水やりのほか、トイレの水に使
っている人もいる。残り湯利用のために市販
されているポンプを使うと便利である。
ポットやジャーの保温は、利用時間が長いた
め多くの電気を消費する。ごはんは電子レン
ジで温めなおすほうが電力消費が少なくな
る。
家族が別々の部屋で過ごすと、暖房も照明も
余計に必要になる。
トレーやラップは家に帰ればすぐごみにな
る。買物袋を持ち歩いてレジ袋を減らすこと
も出来る。

見たい番組だけ選んで見るようにする。

日本全体の温室効果ガス排出量（１９９０年）を２．８％削減。
（注）一世帯当たりの年間ＣＯ２排出量：約５，９００㎏、我が国の世帯数：４，７４２万世帯（１９９９年）、我が国の乗用車数４，０００万台

我が国全体での効果の算出方法：自動車の取組（２．３）による削減効果×４，０００万（台）＋その他の取組×４，７４２万（世帯）
３４．７百万トン
我が国の京都議定書基準年の温室効果ガス排出量：１，２２３．８百万トン （出典
環境省）

一世帯当たりの
年間節約効果

約２，０００円／年

約８，０００円／年

約２，０００円／年

約６，０００円／年

約４，０００円／年

約５，０００円／年

約２，０００円／年

約１１，０００円／年

約１，０００円／年

約４１，０００円／年

一世帯当たりの
年間排出量に対
する削減割合（％）

０．５％

３．１％

０．７％

１．５％

１．１％

０．３％

０．５％

４．１％

１．０％

０．２％

１３．０％

一 世 帯 当 た り の
年間ＣＯ２削減効果

約３１㎏／年

約１８５㎏／年

約３９㎏／年

約８７㎏／年

約６５㎏／年

約１７㎏／年

約３１㎏／年

約２４０㎏／年

約５８㎏／年

約１３㎏／年

約７６６㎏／年
約３４．７百万トン／年

取組みの例

冷房の温度を１℃高く、暖房の
温度を１℃低く設定する

週２日往復８㎞の車の運転をひ
かえる

１日５分間のアイドリングスト
ップを行う

待機電力を９０％削減する

シャワーを１日１分家族全員が
減らす

風呂の残り湯を洗濯に使いまわ
す

ジャーの保温を止める

家族が同じ部屋で団らんし、暖
房と照明の利用を２割減らす

買い物袋を持ち歩き、省包装の
野菜などを選ぶ

テレビ番組を選び、１日１時間
テレビ利用を減らす

合計
国全体での効果

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

町田市環境基本計画の
策定について答申


